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大学生競技者における理想のリーダー像・サブリー
ダー像の性差






































































































　対象者 87名のうち、男子は 72名、女子は 14名であった。
平均年齢は 18.85歳、標準偏差は 0.87であった。学年は 1年





























主将人間関係調整 22.90 4.69 26.14 3.55 2.45 .02
主将技術指導 32.39 6.03 34.36 3.71 1.61
.42
主将圧力 22.49 5.60 22.86 4.66 .23 .82
主将統率 14.16 3.02 14.71 2.13 .83
.40
副将人間関係調整 23.46 4.82 26.07 4.23 1.88 .06
副将技術指導 31.19 6.62 32.75 4.67 .84
.30
副将圧力 21.00 6.03 23.50 4.99 1.45 .15
副将統率 13.43 2.81 14.29 2.76 1.04
表1　リーダーシップ尺度得点（リーダー像とサブリーダー像）の性差
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「人間関係調整」はリーダーにもサブリーダーにも求められる
能力であったと考えられる。しかし、男女の間で主将の「人
間関係調整」のみに有意差が出た。この結果は、女子が男子
よりも部活動を楽しみたいと考えている可能性や人間関係の
問題を多く抱えている可能性も考えられる。また、主将の「人
間関係調整」のみに有意差が出た結果は、主将は副将に比べ
て雰囲気を作る力や人間関係の問題に干渉した際の影響力の
大きさに差があると感じているのかもしれない。
　本研究では、サブリーダーのフォロワーとしての役割があ
る可能性を示唆したにすぎない。サブリーダーの役割がリー
ダーを補佐するものか、フォロワーを代表とするものなのか、
それはどういった条件で変わるのかなどを研究するには、今
回の研究結果では不足している。サブリーダーの役割を研究
するためには先に挙げた鈴木 2）のサブリーダーの補佐行動に
ついての研究などを合わせて考えていく必要がある。
　鈴木 2）がリーダーのリーダーシップ行動を測る際に使用し
た尺度も、今回の研究で使用した主将のリーダーシップ尺度 1）
である。鈴木 2）は、補佐行動がリーダーシップ行動を円滑に
する要因であることや、補佐行動はリーダーシップ行動に直
接影響を与えているものの、部員に対しては直接影響を与え
ていないと述べている。この結果は、本研究の問題と目的で
挙げていたリーダーシップの役割分担のようなものであった
かのように思われるが、補佐行動の項目について鈴木 2）は、
リーダーへの補佐が目的の行動であるため、補佐行動の影響
力はリーダーに強く影響すること、そして、補佐行動はメン
バーには直接的な影響を及ぼさないと述べ、メンバーに直接
影響をもたらす行動は、リーダーシップ行動であると示唆し
ている。
　本研究の限界として、単一の大学に所属している大学生の
みを対象としていることや、学年の偏り、女子の比率が少な
かったことから、やや偏ったデータによって構成されている
ことが挙げられる。
　サブリーダーも、組織特性によって求められる理想像は違
うと思われる。組織によってサブリーダーが鈴木 2）の定義し
ていたような「リーダーの補佐」としてのものなのか、「サブ
リーダー＝将来のリーダー」なのかにより、大きく異なる可
能性もある。「サブリーダー＝将来のリーダー」であれば、サ
ブリーダーはリーダーに必要な能力を持つことが求められる
が、「リーダーの補佐」として機能するものであれば、リー
ダーの能力は必要ないかもしれない。
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